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□
地
区
長

盛
克
志
神
父
︵
レ
デ
ン
プ

ト
ー
ル
会
地
区
︶
、
永
山
幸
弘

神
父
︵
奄
美
大
島
地
区
︶

□
司
祭
評
議
会

郡
山
健
次
郎
司
教
︵
会
長
︶
、

小
川
靖
忠
神
父
︵
副
会
長
︶
、

寝
占
敦
之
︵
事
務
局
長
︶
盛
克

志
神
父
、
石
田
望
神
父
、
永
山

幸
弘
神
父
、
牧
山
田
一
神
父
、

中
野
裕
明
神
父
、
サ
ン
タ
マ
リ

ア
神
父
、
柳
本
繁
春
神
父
︵
以

上
、
評
議
員
︶

□
教
区
顧
問
団
︵
司
教
任
命
︶

盛
克
志
神
父
、
中
野
裕
明
神

父
、
小
川
靖
忠
神
父
、
美
島
春

雄
神
父
、
小
隈
憲
士
神
父 

︵
書

記
：
寝
占
敦
之
︶

□
経
済
問
題
評
議
会

郡
山
健
次
郎
司
教
︵
会
長
︶
、

小
川
靖
忠
神
父
︵
副
会
長
︶
中

野
裕
明
神
父
、
美
島
春
雄
、
盛

 

克
志
神
父
、
永
山
幸
弘
神
父
、

寝
占
敦
之
神
父
、
川
口
茂
助
祭
、

森
山
茂
知
氏
、
中
野
三
郎
︵
以

上
、
評
議
員
︶

□
﹁
宗
教
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
鹿

児
島
司
教
区
﹂
責
任
役
員
会

︵
司
教
任
命
︶

郡
山
健
次
郎
司
教
︵
代
表
役

員
︶
、
田
原
章
神
父
、
中
野
裕

明
神
父
、
美
島
春
雄
神
父
、
小

川
靖
忠
神
父
︵
以
上
、
責
任
役

員
︶
、(

書
記
：
寝
占
敦
之)

□
教
区
裁
判
所

ハ
ン
マ
神
父
︵
法
務
代
理
︶
、

永
山
幸
弘
︵
裁
判
官
︶
、
竹
山

昭
神
父
︵
絆
の
保
護
官
︶
、
ロ

ベ
ル
ト
神
父
、
寝
占
敦
之
神
父

︵
公
証
官
︶

□
検
閲
者 

竹
山 

昭
神
父

そ
の
他
の
委
員
会
・
担
当
・
顧

問
︵
先
頭
が
責
任
者
︶

▼
委
員
会

①
教
区
典
礼
委
員
会 

寝
占
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道 標

神
父⑧

宣
教
奉
仕
者
養
成 

永
山

幸
弘
神
父

⑨
宣
教
学
校 

久
保
俊
弘
助

祭
、
寝
占
敦
之
神
父

⑩
諸
宗
教
懇
和
会 

寝
占
敦

之
神
父
、
小
隈
憲
士
神
父
︵
会

の
名
称
は
検
討
中
︶

⑪
愛
の
泉 

久
保
俊
弘
助
祭

⑫
教
区
巡
礼
委
員
会 

寝
占

敦
之
神
父
、
中
野
裕
明
神
父 

︵
会
の
名
称
は
検
討
中
︶

▼
顧
問
司
祭

①
レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ 

テ
ィ

エ
ン
神
父
︵
鹿
児
島
コ
ミ
チ
ウ

ム
︶
、
名
瀬
ク
リ
ア 

松
永
正

男
神
父

②
鹿
児
島
連
合
壮
年 

丸
野

六
雄
神
父

③
奄
美
連
合
壮
年 

平
孝
之

神
父④

看
護
協
会 

丸
野
六
雄 

 

神
父 

医
師
会 

ム
イ
ベ
ル

ガ
神
父

⑤
修
道
女
連
盟 

竹
山
昭
神

父
︵
鹿
児
島
地
区
︶
、
柳
本
繁

春
神
父
︵
奄
美
地
区
︶

⑥
教
区
教
師
の
会 

竹
山 

昭
神
父
︵
大
学
︶
、
中
野
裕
明

神
父
︵
小
中
高
︶

⑦
奄
美
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
連

盟 

永
山
幸
弘
神
父

⑧
鹿
児
島
き
ぼ
う
の
電
話 

竹
山
昭
神
父

⑨
ザ
ビ
エ
ル
上
陸
記
念
祭 

小
川
靖
忠
神
父

本
部
で
の
生
活
も
二
か
月

余
り
、
幾
つ
か
の
﹁
会
﹂
に

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
す
べ
て
の
会
で
司
教
さ

ま
の
心
﹁
そ
れ
で
も
﹂
が
生

き
て
い
る
と
感
じ
る
。
参
加
者
が
少
な
く

て
も
、
そ
れ
で
も
大
丈
夫
。
小
さ
な
無
理

解
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
で
も
前
向
き
に
。

そ
れ
で
も
の
精
神
は
常
に
イ
エ
ス
の
思
い

﹁
神
さ
ま
を
愛
し
、
隣
人
を
愛
す
る
﹂
︵
マ

ル
コ
十
二
・
28
～
31
︶
と
固
く
結
ば
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

四
月
か
ら
六
月
は
変
化
の
季
節
、
皆

さ
ま
の
教
会
で
も
新
し
い
神
父
さ
ま
が
来

ら
れ
た
り
、
新
し
い
信
徒
会
長
が
決
ま
っ

た
り
、
何
か
新
し
い
風
、
そ
れ
こ
そ
﹁
新

風
﹂
が
吹
く
時
期
で
あ
る
。
私
は
か
つ
て

の
教
会
で
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
司
祭
と
し
て
﹁
自
由
﹂
を

思
う
存
分
味
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
自
由
と

は
言
っ
て
も
﹁
遊
び
回
る
﹂
の
意
味
で
は

な
い
。
司
祭
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
﹁
喜

び
の
中
に
す
べ
て
成
し
え
た
﹂
の
意
味
で

あ
る
。
言
葉
で
は
な
か
な
か
説
明
で
き
な

い
が
、
そ
こ
に
は
い
つ
も
信
頼
関
係
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
土
台
は
﹁
そ
れ
で
も
﹂

の
心
で
あ
る
。
信
頼
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は

必
ず
そ
の
倍
ほ
ど
の
﹁
許
し
合
い
﹂
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。
許
す
心
の
満
ち
た
共
同

体
に
は
失
敗
を
恐
れ
な
い
挑
戦
が
始
ま
る
。

そ
の
挑
戦
は
常
に
宣
教
に
、
そ
し
て
共
同

体
で
弱
い
人
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
決

め
て
い
く
こ
と
に
結
実
し
て
い
く
。
そ
の

教
会
で
、
韓
国
の
信
者
が
叫
ん
だ
言
葉
が

脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。

﹁
神
父
さ
ん
、
ど
う
し
て
日
本
で
は
駅
前

で
ビ
ラ
を
配
ら
な
い
の
。
私
の
国
で
は
ミ

サ
の
時
間
と
か
を
伝
え
る
た
め
に
、
教
会

の
お
知
ら
せ
を
配
っ
て
い
た
﹂

変
化
の
季
節
、
新
し
い
風
の
吹
く
季
節
、

皆
さ
ま
と
一
緒
に
自
由
を
味
わ
い
、
﹁
そ
れ

で
も
﹂
の
精
神
に
養
わ
れ
な
が
ら
、
何
か

新
し
い
挑
戦
を
始
め
て
み
た
い
。
そ
こ
に

は
、
た
ぶ
ん
今
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違
う
。

し
か
し
予
想
し
て
い
た
信
仰
の
喜
び
と
信

仰
の
醍
醐
味
が
待
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

︵
教
区
本
部
・
寝
占
敦
之
︶

新風

そ

れ

で

も

司
祭
評
議
会
な
ど
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト

各

担

当

司

祭

等

も

見

直

さ

れ

発

表

敦
之
神
父
、
泉
浩
二
神
父
、
福

崎
英
雄
神
父
、
桃
薗
淳
一
郎
助

祭
、
迫
一
夫
氏

②
教
区
墓
地
委
員
会 

寝
占

敦
之
神
父

③
終
身
助
祭
委
員
会 

竹
山

 

昭
神
父
、
泉 

浩
二
神
父
、

末
吉
卓
也
神
父

▼
担
当
司
祭
・
助
祭

①
青
少
年
司
牧 

泉
浩
二
神

父
、
末
吉
卓
也
神
父
、
石
田
望

神
父②

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン 

川

口
茂
助
祭

③
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム 

桃
薗

淳
一
郎
助
祭

④
正
義
と
平
和
協
議
会 

寝

占
敦
之
神
父

⑤
滞
日
外
国
人 

ベ
ル
ナ
ル

デ
ィ
ー
ノ
神
父
、
ロ
ベ
ル
ト
神

父
、
タ
ム
神
父
︵
種
子
島
︶
、

ア
ン
神
父
︵
奄
美
大
島
︶
、
大

松
正
弘
神
父
︵
徳
之
島
︶

⑥
教
誨
師 

坂
本
進
神
父

⑦
教
区
召
命 

末
吉
卓
也
神

父
、
泉 

浩
二
神
父
、
ベ
ル
ナ

ル
デ
ィ
ー
ノ
神
父
、
寝
占
敦
之

教
区
経
済
問
題
評
議
会
が
五

月
十
五
日
︵
日
︶
午
後
、
教
区

本
部
で
開
か
れ
、
二
〇
一
〇
年

度
の
決
算
と
二
〇
一
一
年
度
の

予
算
等
を
審
議
し
た
。

今
年
の
会
議
で
特
筆
さ
れ
る

べ
き
は
、
こ
れ
ま
で
別
に
扱
わ

れ
て
き
た
﹁
教
区
司
祭
地
区
会

計
﹂
を
廃
止
し
、
教
区
会
計
に

五
月
九
日
︵
月
︶
教
区
本
部
で
あ
っ
た
司
祭
評
議
会
は
、
任

期
満
了
に
伴
い
改
選
さ
れ
た
新
委
員
や
役
職
上
新
た
に
委
員
に

加
わ
っ
た
新
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
教
区
組
織
の

メ
ン
バ
ー
や
活
動
団
体
等
の
担
当
司
祭
な
ど
の
検
討
を
行
い
、

翌
日
の
定
例
司
祭
集
会
︵
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス
︶
で
次
の
よ
う
に
発

表
し
た
。

組
み
入
れ
た
こ
と
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
教
区
の
会
計
の
仕

組
み
が
簡
略
化
さ
れ
、
説
明
し

や
す
く
な
っ
た
。

ま
た
こ
の
日
の
会
議
で
は
教

区
会
計
が
二
〇
〇
七
年
か
ら
始

め
ら
れ
た
一
口
五
百
円
の
正
常

化
献
金
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、

こ
れ
に
も
増
し
て
﹁
神
学
生
養

成
費
﹂
の
窮
乏
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
年
間

千
八
百
万
ほ
ど
か
か
る
神
学
生

養
成
費
を
捻
出
す
る
た
め
に
、

今
年
度
は
教
区
費
か
ら
補
填
し

な
け
れ
ば
予
算
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
教
区
で
は

現
在
韓
国
に
三
人
、
ス
ペ
イ
ン

に
一
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
一
人

の
大
神
学
生
を
送
っ
て
養
成
し

て
い
る
。
ま
た
長
崎
コ
レ
ジ
オ

に
一
人
、
小
神
学
生
一
人
も
い

る
ほ
か
、
神
学
生
候
補
者
一
人

も
将
来
の
司
祭
を
目
指
し
て
い

る
。
教
区
会
計
部
で
は
、
将
来

を
担
う
神
学
生
養
成
の
た
め
に

そ
の
養
成
費
へ
の
理
解
と
協
力

を
求
め
た
い
と
し
て
い
る
。

神
学
生
養
成
費
へ
の
協
力
を

教
区
経
済
問
題
評
議
会

﹁
共
に
生
き
・
共
に
和
す
る
﹂

を
理
念
に
掲
げ
、
各
宗
教
者
が

集
い
、
祈
り
と
願
い
を
共
有
し

相
互
理
解
と
協
働
す
る
こ
と
を

目
指
す
﹁
鹿
児
島
県
宗
教
者
懇

和
会
﹂
が
五
月
十
三
日
︵
金
︶

設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
昨
年

の
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
の
呼

び
か
け
に
こ
た
え
、
県
内
で
も

様
々
な
宗
教
団
体
が
協
力
し
て

﹁
核
兵
器
廃
絶
軍
縮
と
世
界
の
貧

困
撲
滅
の
た
め
の
署
名
運
動
﹂

︵
ア
ー
ム
ズ
ダ
ウ
ン
︶
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

こ
の
日
、
鹿
児
島
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
設
立
総
会
で

は
、
県
内
に
あ
る
神
道
、
仏
教
、

キ
リ
ス
ト
教
、
新
宗
教
な
ど

二
十
四
の
団
体
の
加
盟
が
確
認

さ
れ
た
。
ま
た
総
会
終
了
後
各

宗
派
の
代
表
者
た
ち
は
、
天
文

館
ア
ー
ケ
ー
ド
に
繰
り
出
し
、

街
行
く
人
々
に
﹁
東
日
本
大
震

災
﹂
で
被
災
し
た
人
た
ち
の
た

め
に
募
金
を
呼
び
か
け
、
ま
た

各
宗
教
団
体
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ま
と
め
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

﹁
命
を
大
切
に
し
よ
う
﹂
﹁
絆
を

深
め
よ
う
﹂
と
訴
え
た
。

こ
の
日
の
街
頭
募
金
に
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
側
か
ら
は
ス
ー
タ

ン
姿
の
郡
山
司
教
と
寝
占
神
父

の
姿
が
あ
っ
た
ほ
か
、
信
者
数

人
も
侍
者
服
を
着
て
活
動
に
協

力
す
る
姿
を
見
せ
た
。

諸
宗
教
懇
和
会
設
立

天
文
館
で
募
金
活
動

チ
ラ
シ
を
配
る
郡
山
司
教

▼
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
新
学

長
稲
井
道
子
修
道
女
に
代
わ
っ

て
新
学
長
に
松
下
栄
子
修
道
女

︵
天
辰
修
道
院
︶
が
就
任
し
た
。

▼
大
口
明
光
学
園
新
校
長

三
月
六
日
︵
日
︶
急
逝
し
た

坂
井
美
智
代
修
道
女
に
代
わ
っ

て
新
校
長
に
重
水
康
夫
教
諭
が

就
任
し
た
。

学
園
情
報
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我
が
家
の
長
男
・
大
切
な
宝

物
の
直
樹
は
、
今
年
二
十
七
歳
、

知
的
障
害
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
親
の
切
実
な
る
署
名
活
動
で

設
置
し
て
頂
い
た
鹿
児
島
城
西

高
校
﹁
共
生
コ
ー
ス
﹂
﹁
福
祉

共
生
専
攻
科
﹂
を
卒
業
後
、
現

在
、
周
り
の
た
く
さ
ん
の
方
々

に
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
﹁
サ

ン
エ
ー
ル
か
ご
し
ま
﹂
内
の

﹁
あ
す
な
ろ
マ
ジ
ッ
ク
﹂
︵
軽

食
・
喫
茶
店
︶
に
通
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
週
二
回
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
﹁
喜
入
の
里
﹂
で
働

か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
作

業
所
の
仲
間
や
支
援
員
と
一

緒
に
お
菓
子
の
製
造
や
母
校
の

城
西
高
校
な
ど
へ
の
販
売
に
も

頑
張
っ
て
も
い
ま
す
。
ま
た
仲

間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
さ

ん
と
一
緒
に
旅
行
、
遠
足
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
、
ま
た
カ
ラ
オ
ケ
に

温
泉
な
ど
、
毎
日
を
楽
し
く
元

気
に
青
春
し
て
い
ま
す
。
ま
た

六
月
に
は
グ
ア
ム
に
も
行
き
ま

す
。今

、
あ
ら
た
め
て
直
樹
と
生

き
た
時
間
を
振
り
返
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
に
出

会
い
、
か
か
わ
っ
て
下
さ
っ
た

た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
を
込

め
て―

。

直
樹
は
二
歳
を
過
ぎ
て
も
な

か
な
か
言
葉
が
出
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
私
は
不
安
な
が
ら
も

皆
が
﹁
男
の
子
は
言
葉
が
遅
い

か
ら
﹂
と
言
っ
て
下
さ
る
の
を

希
望
に
、
そ
の
う
ち
に
⋮
と
思

い
な
が
ら
児
童
セ
ン
タ
ー
に
月

に
二
回
通
い
ま
し
た
。
三
歳
に

な
っ
て
す
ぐ
上
半
身
を
火
傷
し

二
か
月
入
院
。
一
年
半
ほ
ど
は

包
帯
を
巻
い
た
生
活
で
、
直
樹

は
白
衣
を
見
た
だ
け
で
泣
き
叫

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
周
り

の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
べ

ず
、
一
人
遊
び
が
多
い
日
々
で
、

偏
食
も
凄
い
も
の
で
し
た
。

当
時
の
聖
母
幼
稚
園
は
人
気

あ
っ
て
、
募
集
開
始
日
に
並

ば
な
い
と
入
園
で
き
な
い
ほ
ど

で
、
父
親
は
前
の
晩
の
七
時
か

ら
列
の
先
頭
に
並
ん
で
入
園
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の

主
任
は
シ
ス
タ
ー
鴨
川
い
ち
子

先
生
で
、
今
で
も
事
あ
る
ご
と

に
励
ま
し
の
言
葉
を
下
さ
り
、

直
樹
の
成
長
に
大
き
く
か
か

わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私

に
と
っ
て
シ
ス
タ
ー
は
マ
リ
ア

さ
ま
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

直
樹
の
入
園
が
決
ま
っ
た

ら
父
親
は
延
岡
に
転
勤
に
な
り

ま
し
た
が
、
直
樹
の
火
傷
の
治

療
の
こ
と
や
幼
稚
園
も
﹁
他
の

幼
稚
園
で
は
無
理
だ
﹂
と
判
断

し
た
こ
と
、
ま
た
環
境
の
変
化

な
ど
が
心
配
で
単
身
赴
任
に
決

め
、
職
場
の
温
情
も
あ
っ
て
私

と
直
樹
と
そ
の
下
の
子
の
三
人

で
社
宅
に
残
り
ま
し
た
。
毎
週

往
復
十
時
間
を
か
け
て
帰
っ
て

来
た
主
人
に
も
感
謝
で
す
。
社

宅
で
も
、
ね
こ
の
お
ば
ち
ゃ
ん

を
始
め
皆
に
支
援
し
て
頂
き
ま

し
た
。

当
時
の
聖
母
幼
稚
園
の
園
長

先
生
は
、
私
た
ち
の
結
婚
式
を

司
式
し
て
頂
い
た
美
島
神
父
で

し
た
。

﹁
出
会
い
が
神
さ
ま
か
ら
の

最
大
の
お
恵
み
で
す
よ
﹂
︵
鴨

川
先
生
︶
、
今
本
当
に
実
感
し

て
い
ま
す
。
直
樹
は
、
幼
稚
園

に
入
園
で
き
て
も
教
室
に
じ
っ

と
座
っ
て
い
る
こ
と
が
な
く
、

教
会
に
逃
げ
て
い
ま
し
た
。
幼

稚
園
で
の
作
業
︵
お
仕
事
︶
も

何
も
で
き
ず
、
フ
ァ
イ
ル
も
二

～
三
枚
し
か
綴
る
こ
と
が
で
き

な
く
て
が
っ
か
り
す
る
私
に
鴨

川
先
生
は
﹁
直
君
は
今
、
じ
っ

と
す
る
の
が
お
仕
事
で
す
よ
﹂

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
私
は
直
樹
が
皆

と
同
じ
よ
う
に
で
き
な
い
の
で

﹁
幼
稚
園
を
辞
め
な
い
と
い
け

な
い
で
す
か
﹂
と
聞
い
た
と
こ

ろ
、
鴨
川
先
生
は
﹁
直
君
を
辞

め
さ
せ
た
ら
聖
母
幼
稚
園
は
つ

ぶ
れ
ま
す
よ
﹂
と
ニ
コ
リ
。
今

で
も
思
い
出
す
笑
顔
で
す
。

先
生
方
は
皆
、
温
か
く
見

守
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
担
任

の
白
元
先
生
は
運
動
会
の
練
習

で
直
樹
が
走
れ
な
い
の
で
、
勤

務
終
了
後
に
天
保
山
中
学
校
の

校
庭
で
走
る
練
習
に
つ
き
合
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
本
番
で
は
、

泉
広
海
先
生
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

内
側
か
ら
﹁
直
樹
、
こ
っ
ち
こ
っ

ち
﹂
と
誘
導
し
て
下
さ
り
一
周

走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
涙

が
流
れ
、
嬉
し
か
っ
た
初
め
て

の
運
動
会
で
し
た
。

年
長
さ
ん
で
も
担
任
の
谷
村

先
生
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
下

さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
直
樹
の

弟
も
年
少
さ
ん
に
入
園
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
鴨
川
先
生

が
純
心
短
大
の
文
珠
先
生
を
紹

介
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
た

ち
は
週
一
回
、
文
殊
先
生
に
す

べ
て
を
聞
い
て
頂
き
、
教
え
を

頂
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
私
た

ち
に
と
っ
て
ま
た
最
高
の
出
会

い
と
お
恵
み
と
な
り
ま
し
た
。

﹁
外
で
身
体
を
使
っ
て
遊
ば

せ
て
下
さ
い
。
体
験
を
た
く
さ

ん
さ
せ
て
下
さ
い
﹂

こ
れ
は
文
珠
先
生
か
ら
最
初

に
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

か
ら
毎
日
、
社
宅
の
庭
で
時
計

集
ま
れ
、
青
年
！

6
月
26
日
は
﹁
あ
っ
ち
こ
っ
ち
ミ
サ
﹂

全
国
各
地
の
青
年
が
同
じ
日
、
同
じ
時
間
に
、
同
じ
典
礼
で

ミ
サ
を
さ
さ
げ
ま
す
。
﹁
一
人
で
も
多
く
の
青
年
に
参
列
し
て

欲
し
い
﹂
そ
れ
が
願
い
で
す
。

日 

時 

6
月
26
日
︵
日
︶
15
時

場 

所 

鹿
児
島
カ
テ
ド
ラ
ル
・
ザ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂

司 

式 

泉 

浩
二
神
父

わたしの

「それでも」

を
見
な
が
ら
一
時
間
、
く
る
く

る
回
し
た
り
、
ブ
ラ
ン
コ
に
乗

せ
た
り
し
て
遊
ば
せ
ま
し
た
。

文
珠
先
生
と
の
約
束
だ
か
ら

と
思
い
な
が
ら
⋮
。
そ
し
て
ま

た
一
か
月
ほ
ど
す
る
と
幼
稚
園

の
先
生
方
か
ら
﹁
直
君
、
変
わ

り
ま
し
た
ね
﹂
と
言
わ
れ
、
ま

た
ま
た
頑
張
る
と
い
う
毎
日
を

続
け
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
直

樹
か
ら
少
し
ず
つ
言
葉
が
出
始

め
た
の
で
す
。
そ
し
て
最
後
の

運
動
会
で
は
、
親
子
リ
レ
ー
種

目
の
夫
婦
二
人
三
脚
を
夜
な
夜

な
天
保
山
中
学
校
の
校
庭
で
特

訓
し
、
直
樹
を
手
車
で
走
り
、

見
事
に
一
位
に
輝
き
ま
し
た
。

走
っ
て
い
る
最
中
、
美
島
園
長

の
﹁
直
樹
、
頑
張
れ
～
﹂
の
声

が
聞
こ
え
ま
し
た
。
直
樹
が
初

め
て
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ
た

時
で
し
た
。

幼
稚
園
の
講
演
会
で
郡
山
神

父
さ
ま
︵
現
司
教
︶
が
﹁
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
言

う
け
れ
ど
、
皆
、
迷
惑
を
か
け

な
が
ら
生
き
て
い
く
の
で
す
﹂

と
話
さ
れ
、
﹁
直
樹
が
い
て
も

い
い
ん
だ
﹂
と
思
い
、
涙
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

皆
よ
り
一
歩
も
二
歩
も
遅
れ

な
が
ら
の
お
泊
ま
り
保
育
、
運

動
会
、
聖
母
行
列
、
ク
リ
ス
マ

ス
聖
劇
な
ど
な
ど
で
し
た
。
で

も
先
生
方
は
い
つ
も
直
樹
な
り

の
役
作
り
を
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
私
た
ち
も
文
珠
先
生
の
も

と
に
通
い
、
い
ろ
ん
な
体
験
を

さ
せ
な
が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
な
が
ら
直
樹
と
歩
み
ま
し

た
。
今
、
振
り
返
っ
て
も
直
樹

と
共
に
学
ん
だ
聖
母
幼
稚
園
時

代
で
し
た
。

最
後
ま
で
読
ん
で
下
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
時
代
、

ま
た
あ
す
な
ろ
マ
ジ
ッ
ク
の
こ

と
は
ま
た
次
の
機
会
に
。

そ
れ
を
流
し
な
が
ら
約
一
時

間
、
マ
ン
ド
リ
ン
を
演
奏
し

た
り
歌
を
歌
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
披
露
し
て
下
さ
っ
た
の
は

﹁
叱
ら
れ
て
﹂
や
﹁
椰
子
の
実
﹂

な
ど
の
童
謡
や
愛
唱
歌
、
ア
メ

リ
カ
民
謡
の
﹁
峠
の
我
が
家
﹂

そ
し
て
ナ
ポ
リ
民
謡
に
﹁
ア

ヴ
ェ
マ
リ
ア
﹂
な
ど
の
聖
歌
な

ど
な
ど
。
入
所
者
や
集
ま
っ
た

信
者
た
ち
の
心
を
癒
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
あ
る
ご
婦
人
な
ど

﹁
至
福
の
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
﹂
と
も
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
野
原
さ
ん
は
、
奄
美

大
島
を
五
～
六
度
訪
れ
て
お
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
笠
利

の
信
者
さ
ん
の
稲
牛
憲
さ
ん
と

も
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
を
通
し
て
の

二
十
年
来
の
知
人
で
も
あ
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
長
崎
で

開
か
れ
る
フ
ォ
コ
ラ
ー
レ
で
、

島
の
婦
人
た
ち
の
中
に
も
仲
の

良
い
人
た
ち
が
お
り
、
婦
人
た

ち
が
島
内
を
案
内
し
て
い
ま
し

た
。
︵
報
告
・
平 

三
國
︶

野
原
さ
ん
は
長
崎
大
水
害

︵
一
九
八
二
年
七
月
︶
の
際
に
、

全
国
の
方
々
か
ら
多
く
の
支
援

を
受
け
元
気
を
も
ら
っ
た
そ
う

で
、
昨
年
十
月
の
奄
美
大
島
の

豪
雨
で
被
災
し
た
人
た
ち
の
た

め
に
何
か
し
て
お
返
し
を
し
た

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
豪
雨
直
後
か
ら
﹁
奄
美

へ
行
こ
う
﹂
と
考

え
ら
れ
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
し
ば
ら
く

検
討
し
て
い
る
う
ち

に
今
度
は
東
日
本
大

地
震
が
起
き
て
、
こ

れ
ま
で
実
現
で
き
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

野
原
さ
ん
は
、
演

奏
す
る
曲
や
歌
う
曲

を
録
音
し
て
お
き
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
で
長

崎
市
在
住
の
マ
ン
ド
リ
ン
奏

者
・
野
原
博
さ
ん
︵
六
十
七
歳
︶

が
、
五
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で

の
四
日
間
、
奄
美
市
や
瀬
戸
内

町
の
特
老
、
児
童
養
護
施
設
な

ど
五
か
所
、
ま
た
教
会
三
か
所

で
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
美
し
い
音

色
を
披
露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

私
の
宝
物
﹁
直
樹
﹂
と
歩
く
道

鴨
池
教
会 

角

園

美

津

代

美
し
い
音
色
で
奄
美
を
慰
問

マ
ン
ド
リ
ン
を
携
え
長
崎
の
野
原
博
さ
ん
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五
月
二
日
︵
月
︶
～
四
日
︵
水
︶

ま
で
教
区
本
部
で
﹁
宣
教
学
校
﹂

︵
ペ
ン
ク
レ
シ
ュ
・
ジ
ャ
ン
神

父
顧
問
司
祭
・
パ
リ
外
国
宣
教

会
︶
が
開
か
れ
、
三
日
間
で
延

べ
約
六
十
人
の
信
者
が
宣
教
に

つ
い
て
学
習
し
た
。

こ
の
宣
教
学
校
は
﹁
宣
教
で

き
る
信
者
﹂
を
養
成
す
る
た
め

に
世
界
各
地
で
開
校
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
鹿
児
島
で
開
か
れ

祈
り
の
家
﹁
マ
リ
ア
山
荘
﹂

︵
溝
辺
教
会
︶
で
は
、
こ
の
春
、

主
任
司
祭
が
永
山
幸
弘
神
父
か

ら
坂
本
進
神
父
に
交
代
し
た
こ

と
に
よ
り
、
今
年
度
の
マ
リ
ア

山
荘
主
催
の
黙
想
会
等
を
次
の

よ
う
に
発
表
し
た
。

定
期
的
に
同
山
荘
で
開
催

さ
れ
る
研
修
を
﹁
キ
リ
シ
タ

ン
の
信
仰
と
霊
性
の
歴
史
を
学

5
日
︵
日
︶
主
の
昇
天

12
日
︵
日
︶
聖
霊
降
臨
の
主
日

▼
鹿
児
島
連
合
壮
年
会
総
会
と
懇
親
会
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会

ホ
ー
ル
・
16
時 

※
懇
親
会
18
時
︵
会
費
千
五
百
円
︶

▼
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
会
・
鴨
池
教
会
・
15
時

19
日
︵
日
︶
三
位
一
体
の
主
日

20
日
︵
月
︶
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
例
会

21
日
︵
火
︶
奄
美
例
会

24
日
︵
金
︶
洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生

26
日
︵
日
︶
キ
リ
ス
ト
の
聖
体

▼
聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金

27
日
︵
月
︶
教
区
司
祭
会
・
教
区
本
部
・
16
時

28
日
︵
火
︶
定
例
司
祭
集
会
・
教
区
本
部
・
10
時

29
日
︵
水
︶
聖
ペ
ト
ロ 

聖
パ
ウ
ロ
使
徒

▼
聖
ペ
ト
ロ
が
洗
礼
名
の
司
祭

美
島
春
雄
神
父
、
竹
山
昭
神
父
、
永
山
幸
弘
神
父

▼
聖
パ
ウ
ロ
が
洗
礼
名
の
司
教
・
司
祭

糸
永
真
一
名
誉
司
教
、
小
隈
憲
士
神
父
、
ア
ン
神
父
、

坂
本
進
神
父

●
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
︵
人
格
︶
医
療
黙
想 

﹁
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

聖
書
講
座
﹂ 

坂
本
進
神
父 

6
月
20
日
︵
月
︶
10
時
～
12
時

 

ザ
ビ
エ
ル
教
会
一
階
ホ
ー
ル 

五
百
円 

連
絡
先
〇
九
〇―

三
一
九
三―

〇
一
四
八
︵
古
城
︶

●
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
講
座 

﹁
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
聖
書
講
座
﹂ 

坂
本
進
神
父 

6
月
21
日
︵
火
︶
18
時

30
分
～
20
時
30
分 

ザ
ビ
エ
ル
教
会
集
会
室 

連
絡
先
〇
九
〇―

五
七
三
九―

四
六
五
〇
︵
松
崎
︶ ※

両
講
座
と
も
聖
書
持
参
の
こ
と

６
月 

会

と

催

し

る
の
は
今
回
が
三
回
目
。
一
昨

年
の
第
一
回
宣
教
学
校
開
校
の

際
は
、
外
国
人
講
師
を
招
い
て

の
も
の
だ
っ
た
が
、
第
二
回
目

と
な
っ
た
昨
年
か
ら
は
、
久
保

俊
弘
助
祭
︵
教
区
宣
教
学
校
担

当
︶
を
中
心
に
教
区
在
住
の
信

者
が
中
心
に
な
っ
て
準
備
し
講

師
を
務
め
る
な
ど
し
て
実
施
し

て
い
る
。

参
加
者
た
ち
は
、
﹁
神
の
愛

を
伝
え
た
い
﹂
と
い
う
熱
意
に

溢
れ
た
講
師
の
話
術
と
絵
や
小

道
具
を
使
っ
た
工
夫
た
っ
ぷ
り

の
講
話
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
耳
を
傾
け
、
自
分
た
ち
に

注
が
れ
て
い
る
神
の
愛
を
体
験

し
、
ま
た
そ
れ
を
周
囲
の
人
々

に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
。

︵
金
︶
十
七
時
～
十
八
日
︵
土
︶

十
六
時
︵
部
分
参
加
、
日
帰
り

可
能
︶ 

講
師
・
坂
本
進
神
父

②
聖
母
マ
リ
ア
の
信
仰 

八

月
十
三
日
︵
土
︶
～
十
四
日
︵
日
︶

 

講
師
・
寝
占
敦
之
神
父
︵
教

区
本
部
︶

③
ミ
サ
典
礼
と
霊
性 

八
月

二
十
七
日
︵
土
︶
～
二
十
八
日

︵
日
︶ 

講
師
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア

神
父
︵
国
分
教
会
主
任
司
祭
︶

申
込
・
問
合
せ
は
坂
本
進

神
父
︵
マ
リ
ア
山
荘 

�
〇

九
九
五―

五
八―

二
九
九
四
︶

ま
で
。

小
聖
堂
の
マ
リ
ア
様
の
足
元
に
は
、
三
年
前

に
な
さ
れ
た
日
本
司
教
団
の
バ
チ
カ
ン
訪
問
教

皇
謁
見
の
場
で
パ
パ
様
に
献
上
し
た
福
者
レ
オ

七
右
衛
門
の
ご
像
が
安
置
し
て
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
教
会
の
祈
り
や
ロ
ザ
リ
オ
の
お
祈
り
の

後
で
﹁
福
者
レ
オ
七
右
衛
門
、
私
た
ち
の
た
め

に
お
取
次
ぎ
く
だ
さ
い
﹂
と
祈
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
ザ
ビ
エ
ル
様
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の

取
次
ぎ
を
願
う
祈
り
を
し
て
い
ま
す
が
こ
れ
が

一
番
短
い
。
最
近
に
な
っ
て
始
め
た
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
が
意
外
な
展
開
を
見
せ
つ
つ
あ
る
の

で
す
。

実
は
、
こ
の
ご
像
、
ザ
ビ
エ
ル
様
の
ご
像
と

共
に
パ
パ
様
が
﹁
可
愛
い
ね
﹂
と
頭
を
な
で
な

が
ら
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
﹁
お
墨
付
き
﹂
な
の

で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
外
国
に
出

る
と
き
の
お
土
産
と
し
て
定
番
化
し
つ
つ
あ
る

の
で
す
。
も
う
一
つ
理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

﹁
お
墨
付
き
﹂
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
﹁
サ
ム
ラ
イ

聖
人
﹂
と
呼
ん
で
誰
も
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ザ
ビ
エ
ル
様
の
ご
像

と
二
種
類
持
参
し
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は

も
っ
ぱ
ら
﹁
サ
ム
ラ
イ
聖
人
﹂
だ
け
に
し
て
い

ま
す
。

も
う
一
つ
の
意
外
な
展
開
と
い
う
の
は
、
自

分
自
身
に
と
っ
て
の
変
化
で
す
。
鹿
児
島
唯
一

の
福
者
と
い
う
誇
り
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
毎

日
眺
め
な
が
ら
こ
の
短
い
祈
り
を
す
る
こ
と
で

福
者
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
身
近
な
存
在
に
な
っ

て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
あ
る
時
、
ふ
と
﹁
信

者
た
ち
も
福
者
の
ご
像
を
安
置
し
て
同
じ
取
次

ぎ
の
祈
り
を
捧
げ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
﹂
と
の
思

い
に
駆
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
と
、
あ
る

小
教
区
に
出
か
け
た
と
き
、
福
者
の
ご
像
を
持

参
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
ミ
サ
後
、
皆
さ
ん

に
披
露
し
、
マ
リ
ア
様
の
足
元
に
安
置
し
て
祈

る
よ
う
提
案
し
て
寄
贈
し
ま
し
た
。
す
る
と
、﹁
パ

パ
様
献
上
﹂
の
宣
伝
が
効
い
た
の
か
、
信
者
の

皆
さ
ん
も
興
味
を
示
し
、
個
人
的
に
も
欲
し
い

旨
の
反
応
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
先
月
の
教
区
司
祭
会
で
も
同
様
の

こ
と
を
話
し
た
結
果
、
各
小
教
区
か
ら
注
文
を

受
け
付
け
る
方
策
が
提
案
さ

れ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
次
々
と

意
外
な
展
開
が
喚
起
さ
れ
た
と

い
う
わ
け
で
す
。
早
く
も
、
福
者

が
取
次
い
で
く
だ
さ
っ
た
？

司
教
執
務
室
便
り

福
者
レ
オ
七
右
衛
門
の
執
り
成
し

び
、
実
勢
に
生
か
す
集
い
﹂

と
し
、
坂
本
進
神
父
の
指
導
で

毎
月
第
一
土
曜
日
と
翌
日
曜
日

の
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
開

か
れ
る
。
ま
た
六
月
か
ら
は
﹁
マ

リ
ア
山
荘
霊
性
セ
ン
タ
ー
黙
想

会
﹂
と
題
し
て
次
の
研
修
が
あ

る
。①

パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
と
信

仰
に
よ
る
癒
し 

六
月
十
七
日

▼
吉
野
教
会
で
洗
礼
式

復
活
祭
に
は
各
地
で
新
し
い

信
者
が
誕
生
し
た
が
、
吉
野
教

会
で
も
四
年
ぶ
り
に
洗
礼
式
が

あ
っ
た
。

吉
野
教
会
︵
牧
山
田
一
神
父

主
任
司
祭
︶
の
復
活
徹
夜
祭
で

受
洗
し
た
の
は
永
谷
典
久
さ
ん

と
保
岡
健
一
郎
さ
ん
の
二
人
。

二
人
は
郡
山
司
教
司
式
の
ミ
サ

の
中
で
洗
礼
と
堅
信
の
秘
跡
を

受
け
、
参
列
し
た
信
徒
と
喜
び

を
分
か
ち
合
っ
た
。

▼
寝
占
五
郎
さ
ん

寝
占
敦
之
神
父
︵
教
区
本
部
︶

の
厳
父
・
寝
占
五
郎
さ
ん
が
四

月
二
十
七
日
︵
水
︶
午
前
、
肝

臓
が
ん
の
た
め
入
院
先
の
伊
達

病
院
︵
薩
摩
川
内
市
︶
で
亡
く

な
っ
た
。
九
十
歳
だ
っ
た
。

五
郎
さ
ん
の
葬
儀
は
、
四
月

二
十
九
日
︵
金
︶
川
内
教
会
で

し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
た
。

研
修
の
お
知
ら
せ

今
年
も
様
々
な
黙
想
会
と
研
修
会

マ
リ
ア
山
荘
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
発
表

神さまの愛を感じた！

第 3回宣教学校終わる

「私も宣教者に」と延べ 60 人が参加
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天
草
の
乱
の
経
過
と
戦

後
処
理

さ
て
、
天
草
の
乱
の
経
過
を

追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
は
じ
め
、

地
方
の
軽
い
百
姓
一
揆
と
た
か

を
く
く
っ
て
い
た
幕
府
も
、
一

揆
の
拡
大
を
知
る
に
及
び
乱
の

重
大
さ
に
驚
愕
し
、
上
使
に
幕

臣
・
板
倉
重
昌
を
遣
わ
し
、
鍋

島
・
細
川
・
有
馬
・
立
花
ら
の

九
州
諸
大
名
を
参
戦
せ
し
め
て

九
州
連
合
軍
を
結
成
さ
せ
、
鎮

圧
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
を
決
定

し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
十
二

月
二
十
日
の
決
戦
に
敗
北
。
幕

府
軍
は
戦
死
者
二
千
人
を
出
す

に
至
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
反

し
、
一
揆
軍
戦
死
者
は
三
人
で

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

翌
年
正
月
一
日
の
総
攻
撃
に
も

幕
府
軍
は
敗
北
を
喫
し
、
幕
府

連
合
軍
戦
死
者
四
千
、
一
揆
軍

戦
死
者
九
十
人
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
幕
府
軍
総
大
将
で
あ
っ

た
板
倉
は
討
死
し
た
の
で
す
。

こ
れ
よ
り
前
の
十
二
月
は
じ

れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
の
カ
タ
リ
ナ
に

は
、
何
の
お
咎
め
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
以
後
、
十
一
年

間
、
カ
タ
リ
ナ
は
種
子
島
で
観

想
︵
祈
り
と
執
り
成
し
︶
の
生

活
を
送
り
ま
し
た
。
信
仰
を
信

念
に
ま
で
高
め
、
壮
烈
な
生
き

方
を
貫
い
て
き
た
カ
タ
リ
ナ
に

は
、
幕
府
も
薩
摩
藩
も
、
手
が

出
せ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

聖
母
マ
リ
ア
と
天
使
の
ご
加

護
が
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。次

号
で
は
、
結
び
と
し
て
、

め
、
幕
府
は
、
わ
ず
か
一
万
石

の
身
代
の
板
倉
を
総
大
将
に
し

て
送
っ
た
こ
と
の
誤
り
を
反
省

し
、
大
物
で
あ
る
老
中
松
平
信

綱
を
天
草
の
乱
鎮
圧
の
総
大
将

と
さ
せ
、
江
戸
を
出
発
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
信
綱
は
正
月
三
日

に
十
二
万
の
大
軍
を
率
い
て
島

原
に
到
着
。
彼
は
、
一
揆
軍
を

籠
城
さ
せ
る
戦
術
を
取
り
、
遂

に
二
月
二
十
八
日
、
一
揆
軍
を

降
伏
さ
せ
、
首
領
で
あ
る
天
草

四
郎
以
下
一
揆
軍
三
万
八
千
全

員
を
獄
門
に
処
し
た
の
で
す
。

他
方
、
領
民
に
苛
酷
な
圧
政

を
行
い
一
揆
を
生
じ
さ
せ
た
島

原
領
主
松
倉
勝
家
は
領
地
没

収
、
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
ま
し
た
。

天
草
領
主
寺
沢
も
領
地
を
没
収

さ
れ
た
の
で
す
。
他
方
、
幕
府

は
、
島
原
と
天
草
の
人
口
の
半

分
以
上
を
失
っ
た
耕
作
民
対
策

と
し
て
、
近
隣
の
諸
藩
か
ら
人

口
の
移
住
を
行
わ
せ
、
耕
作
民

の
補
充
を
行
わ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
幕
府
は
、
天
草
・
島

原
の
乱
が
キ
リ
シ
タ
ン
を
多
く

カ
タ
リ
ナ
の
霊
的
生
活
、
及
び

カ
タ
リ
ナ
の
信
仰
を
つ
ち
か
っ

た
小
西
一
族
の
信
仰
に
つ
い
て

お
話
し
し
、
信
仰
養
成
の
た
め

の
参
考
に
供
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。

か
る
と
は―

。

確
立
は
何
万
分
の
一
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
こ
と
を

神
が
私
に
私
の
非
を
分
か
ら
せ

る
た
め
に
な
さ
っ
た
こ
と
だ
と

思
い
、
そ
れ
以
後
パ
チ
ン
コ
を

し
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
次
の
夏
休
み
に
聖
霊

に
よ
る
刷
新
の
九
州
大
会
に
誘

わ
れ
、
そ
こ
で
素
晴
ら
し
い
講

話
を
聞
き
、
ま
た
頭
に
按
手
を

受
け
、
異
言
で
祈
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
賜
物

を
頂
い
た
方
も
お
ら
れ
た
よ
う

で
す
が
、
そ
の
時
の
私
は
何
も

感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
そ
の
後
の
私
は
毎

朝
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、
聖
書
を

読
む
こ
と
を
欠
か
さ
な
く
な
り

ま
し
た
か
ら
、
信
仰
の
賜
物
を

頂
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。翌

年
の
全
国
大
会
で
は
ゆ
る

し
の
秘
跡
を
授
け
て
下
さ
っ
た

神
父
さ
ま
に
妻
と
マ
リ
ッ
ジ
・

エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
行
く
よ
う

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
Ｍ
Ｅ
︵
マ

リ
ッ
ジ
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
︶

は
、
結
婚
の
見
直
し
の
研
修
会

で
、
郡
山
司
教
様
も
指
導
さ
れ

て
い
た
会
で
す
。
私
は
結
婚
生

擁
し
た
叛
乱
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
取
り
締
ま
り

を
一
層
強
化
さ
せ
、
鎖
国
を
徹

底
さ
せ
る
に
至
ら
し
め
た
の
で

す
。４ 

カ
タ
リ
ナ
と
天
草
の
乱

と
の
関
係

天
草
の
乱
に
は
、
種
子
島
に

随
行
し
て
い
た
カ
タ
リ
ナ
の
側

近
・
皆
吉
良
右
衛
門
の
父
・
久

右
衛
門
が
加
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
一
説
に
、
カ
タ
リ
ナ
は
こ

の
久
右
衛
門
能
続
の
娘
で
あ
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
カ
タ
リ
ナ
の

縁
に
つ
な
が
る
者
が
天
草
の
乱

に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
カ
タ
リ
ナ
の
身
に
災
厄
を

お
よ
ぼ
さ
ず
に
は
置
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

良
右
衛
門
と
そ
の
家
族
は
、

早
速
、
種
子
島
か
ら
鹿
児
島
に

移
さ
れ
、
次
い
で
江
戸
へ
送
ら

れ
、
全
員
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
た

の
で
す
。
連
座
で
す
。

カ
タ
リ
ナ
が
先
夫
と
の
間
に

生
ん
だ
娘
の
妙
身
も
、
翌
寛
永

十
六
年
六
月
、
婚
家
の
薩
摩
藩

家
老
喜
入
忠
政
に
離
縁
さ
れ
、

娘
の
御
満
津
︵
於
婦
理
︶
、
御

鶴 

共
々
、
種
子
島
に
流
刑
さ

活
に
何
も
問
題
を
感
じ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
し
、
必
要
と
も
思

わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
妻
が

乗
り
気
だ
っ
た
の
で
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
し
て
み
て
分
か
っ

た
の
は
、
妻
と
私
の
考
え
方
が

ま
っ
た
く
違
っ
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
頻
繁
に
話
し
合
う
必

要
性
に
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
で

す
。子

ど
も
の
教
育
の
問
題
な
ど

話
す
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
っ
た
の

に
、
﹁
レ
ジ
オ
だ
﹂
﹁
ク
ル
シ
リ

ヨ
だ
﹂
と
か
言
っ
て
教
会
に
ば

か
り
行
っ
て
い
た
私
に
Ｍ
Ｅ
の

指
導
司
祭
は
﹁
家
庭
が
一
番
大

事
﹂
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
指
導
司
祭
の
勧
め
る
よ

う
に
す
べ
て
の
活
動
か
ら
身
を

引
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
ま
で
﹁
風
呂
﹂﹁
飯
﹂﹁
寝

る
﹂
く
ら
い
し
か
妻
と
は
言
葉

を
交
わ
さ
な
か
っ
た
の
に
、
分

か
ち
合
い
を
し
家
族
で
祈
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
も

共
同
体
で
、
救
い
は
一
人
で
は

な
く
共
同
体
と
し
て
救
わ
れ
ま

す
。
そ
の
一
番
大
切
な
単
位
が

家
族
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。

短 

歌

奄
美
市 

林 
 

常
広

聖
母
月
ロ
ザ
リ
オ
唱
え
沖
縄
の
日
本
返
還

平
和
の
祈
り

奄
美
市 

林 
 

明
子

夫
は
言
ふ
挫
折
あ
っ
て
こ
そ
立
ち
上
が
り

武
道
家
の
た
ま
し
い
か
な

瀬
戸
内
町 

豊
島 

忠
司

シ
ス
タ
ー
が
整
形
外
科
の
椅
子
に
掛
く
横

顔
美
し
き
謙
虚
さ
を
秘
め

純
心
学
園 

川
上 
 

和

瓦
礫
野
の
津
波
に
耐
え
し
老
木
の
一
人

ぼ
っ
ち
の
梅
花
開
け
り

鹿
児
島
市 

前
田 

儀
子

祭
壇
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ

長
き
花
軸
に
朱
の
花
咲
か
す

ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
迫
害
証
す
印
と
も
プ
リ
ー

モ
レ
ー
ジ
ュ
の
墓
標
の
数
字

愛
光
園 

春
山
マ
リ
子

十
年
目
乗
り
切
る
足
の
痛
み
耐
え
花
摘
む

野
辺
に
今
日
の
幸
せ

俳 

句

純
心
学
園 

川
上 
 

和

瓦
礫
背
の
子
ど
も
の
笑
顔
鯉
の
ぼ
る

鹿
児
島
市 

徳
永
ノ
ブ
子

友
来
た
り
喜
び
に
満
つ
復
活
祭

被
災
者
の
手
向
け
る
花
や
母
子
草

瀬
戸
内
町 

豊
島 

忠
司

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
や
黒
蝶
ゆ
た
に
吹
か
れ
け
り

霧
島
市 

政 

ノ
ブ
子

清
清
し
チ
ャ
ペ
ル
の
鐘
や
五
月
晴

出
水
市 

沖 
 

弘
子

薔
薇
剪
っ
て
聖
母
に
供
花
と
し
て
排
す

純
心
学
園 

山
頭 

信
子

か
も
め
舞
う
お
別
れ
神
父
テ
ー
プ
引
く

復
活
祭
ベ
ー
ル
ゆ
れ
た
り
洗
礼
式

愛
光
園 

春
山
マ
リ
子

花
見
頃
こ
ぼ
れ
落
ち
そ
な
桜
散
る

詩

姶
良
市 

み
は
ら 

せ
い

友

﹁
今
朝
、
起
き
て
み
る
と

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
葉
が

す
べ
て
、
ヒ
ヨ
ド
リ
に
食
べ
ら
れ
て
い
て
ネ

 

だ
け
ど
、

わ
た
し
の
食
べ
る
分
は

ち
ゃ
ん
と
、
残
っ
て
い
た
の

ヒ
ヨ
ド
リ
の
思
い
や
り
よ
ね
﹂

 

と
、
言
っ
て

友
は
こ
ろ
こ
ろ
笑
っ
た

文

芸

私
は
教
員
時
代
は
決
し
て
真

面
目
で
は
な
く
、
監
督
し
て
い

た
テ
ニ
ス
に
明
け
暮
れ
、
ま
た

定
期
テ
ス
ト
の
時
と
も
な
る
と

午
後
は
授
業
が
休
み
な
の
で
研

修
届
を
出
し
て
帰
り
道
に
パ
チ

ン
コ
に
行
っ
た
も
の
で
す
。
そ

の
日
も
パ
チ
ン
コ
に
行
く
途
中

の
こ
と
で
し
た
。

妻
と
子
ど
も
三
人
は
黙
想
会

に
行
っ
た
帰
り
で
、
パ
チ
ン
コ

屋
に
入
ろ
う
と
し
た
私
を
交
差

点
の
と
こ
ろ
で
子
ど
も
た
ち
が

見
つ
け
﹁
パ
パ
～
﹂
と
い
う
具

合
で
す
。

結
局
家
族
皆
に
食
事
を
ご
馳

走
す
る
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
に
は
数
万
と
い
う
数

の
車
が
走
っ
て
い
る
の
に
、
交

差
点
で
す
れ
違
う
一
瞬
に
見
つ

﹁
奄
美
福
音
宣
教
百
周
年
記

念
誌
﹂
に
一
八
九
一
年
︵
明
治

二
十
四
︶
十
二
月
三
十
一
日

フ
ェ
リ
エ
神
父
︵
パ
リ
外
国
宣

教
会
︶
が
鹿
児
島
よ
り
﹁
木
曽

川
丸
﹂
で
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師

と
し
て
初
め
て
奄
美
の
福
音
宣

教
の
た
め
に
来
島
、
伊
津
部
︵
名

瀬
︶
の
伊
地
知
武
元
氏
宅
に
宿

を
取
り
矢
之
脇
の
名
瀬
尋
常
小

学
校
で
講
演
す
る
。
十
日
間
滞

在
し
て
福
音
を
述
べ
る
フ
ェ
リ

エ
神
父
の
講
演
に
名
瀬
殆
ど
の

住
民
が
参
集
し
多
大
の
影
響
を

与
え
る
、
と
載
っ
て
い
ま
す
。

神
父
様
は
十
五
年
間
奄
美
で
宣

教
さ
れ
た
大
恩
人
で
す
。

私
の
叔
父
の
勝
久
尭
義
は

百
四
歳
の
長
寿
を
ま
っ
と
う
し

た
人
で
す
が
、
神
父
様
か
ら
三

歳
の
時
受
洗
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
恩
情
に
少
し
で
も
報
い
た

い
と
長
年
に
わ
た
り
年
金
を
貯

金
し
て
、
神
父
様
の
胸
像
を
作

製
し
て
名
瀬
教
会
に
寄
贈
し
て

い
ま
す
。
ま
た
記
念
誌
等
で
神

父
様
が
一
九
一
九
年
︵
大
正
八

年
︶
一
月
二
十
六
日
熊
本
に
て

帰
天
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
に
つ

け
、
一
度
は
墓
参
り
を
し
た
い

も
の
と
か
ね
が
ね
思
っ
て
い
ま

し
た
。

四
月
十
一
日
︵
月
︶
福
岡
県

宗
像
市
で
﹁
旧
ザ
ビ
エ
ル
聖
堂

の
再
生
祝
福
式
﹂
が
あ
り
、
そ

の
帰
途
に
熊
本
市
へ
よ
り
、
墓

参
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
納
骨
堂
で
神
父
様
か
ら
﹁
國

太
郎
の
孫
か
、
よ
く
来
た
ね
﹂

と
言
わ
れ
た
様
な
気
が
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
気
掛
か
り
が
一
つ

叶
い
ま
し
た
。
母
国
を
遠
く
離

れ
日
本
の
地
に
眠
る
神
父
様
は

洗
礼
を
授
け
た
大
勢
の
霊
的
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
天
国
で
至

福
に
浸
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

家
族
で
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
求
め
よ
！

終
身
助
祭 

久

保

俊

弘

みことば

シリーズðW

カ
タ
リ
ナ
永
俊
尼
の
信
仰
︵
下
・
②
︶

溝
辺
教
会
主
任
司
祭 

坂

本
 

進

奄
美
最
初
の
宣
教
師

フ
ェ
リ
ェ
神
父
の
墓
参

浦
上
教
会 

平 

三

國

フェリェ神父の墓


